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５．終末期がん患者の在宅移行が難渋する要因の検索
―家族生活力量アセスメントスケールを用いて―
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女性 下行結腸がん 肺・肝・脳転移 本人・両親・妹
の 4人暮らし 【看護の関わり及び考察】 A氏は脳転
移の進行により,意志表示ができず寝たきりで日常生活
は全面援助が必要であった.家族の希望は「病気からく
る苦痛を和らげてほしい」であった.両親は毎日面会に
来ていたが,状態や行なったケアの様子をその都度伝え
ても「そうですか」と言葉少ない反応で,「Aちゃん」と
声をかける以外はベッドから少し離れた所に座ってい
た.そこで廃用症候群予防のためのリハビリ実施時,両
親に見学を促すとベッドサイドで理学療法士の説明を聞
き,関節可動域訓練の途中から母親自ら一緒に実施して
いた.終了時に「私たちにも出来ることがあってよかっ
た」との言葉が聞かれた.その後母親は「自分に出来るこ
とがあればしてあげたい」と自ら患者の下肢をさすった
り,口腔ケアや清拭,体位変換等のケアに参加するよう
になった.お気に入りのぬいぐるみを抱かせ,好きな音
楽を耳元で流し,積極的にA氏に関わる姿が見られた.
両親には笑顔が見られるようになり,看護師にA氏の昔
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